
特集新技術の活用

1.　はじめに

優れた新技術は，公共工事の品質確保に貢献す
るとともに，良質な社会資本の整備を通じて，国
民の安全確保，環境保全，個性豊かな地域社会の
形成などに寄与します。こうした優れた技術を持
続的に開発・創出するためには，民間事業者が開

発した技術を公共工事において積極的に活用して
いくことが重要だと考えています。

このことから，国土交通省では平成 10 年度に 
「公共事業における新技術活用促進システム」を
構築，さらには平成 13 年度より新技術に係る情
報をデータベース化した「新技術情報提供システ
ム（New Technology Information System）（以
下，「NETIS」という）」の一般提供を開始し，
新技術の公共工事への活用を促進してきました。

新技術の活用に向けた
NETISの進展

国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課 施工安全企画室 安全技術係

● 新技術活用の原則義務化
令和2年度

● 新技術を現場で活用することにより，その適用性の評価等を実施
● 「新技術情報シス―ム（NETIS）」の省内運用

「公共事業における新技術活用促進システム」平成10年度

● 「新技術情報システム（NETIS）」による情報の収集及び一般提供
● 「新技術活用評価委員会」による適用性等評価の実施
● 有用な新技術の公共事業への活用

平成13年度

● 「評価試行方式」「フィールド提供」「推奨技術選定」の設定
● 産学官連携による「新技術活用評価委員会」の拡大・強化

「公共事業等における新技術活用システム」平成17年度

● 事後評価の実施・徹底及びNETIS の再構築
● 新技術活用の体系化 （大規模工法を試行・評価し，活用する仕組みも位置づけ）
● 新技術の試行・評価から活用までの道筋の強化

平成18年度 本格運用

● 事後評価に必要な「活用件数」を 10件から 5件に緩和，掲載期限を，5年に延期
● 効果発現に一定期間を要する技術等に「追跡調査」を追加
● 試行現場の照会先を発注者に加え施工者へも拡大

平成22年度 改正

● 現場ニーズに基づく技術公募による活用・評価の促進
● 外部機関の活用による有用な技術の現場導入促進
● 登録申請時及び活用後の評価における技術特性の明確化

平成26年度 改正

運用開始

改　　編

再編・強化（試行）

再編・強化後
本格運用開始

運用状況を
踏まえた改正

図－ 1　新技術活用システムの沿革

建設マネジメント技術　　2020 年 11 月号 13

建マネ2011_05_特集_2_三_cc17.indd   13 2020/11/04   15:30



新技術の活用特集 新技術の活用

平成 17 年度には，実績の少ない新技術につい
て，現場での確実な試行を実施し事後評価を行う
ようシステムを再編・強化し，平成 18 年 8 月か
ら，さらなる新技術の活用促進と技術のスパイラ
ルアップを目的として，新技術の活用後の事後評
価を徹底するなどの取り組みを盛り込んだ「公共
工事等における新技術活用システム」として定め
て，有用な新技術の活用促進や新技術の活用を提
案した際のインセンティブによって，新技術を活
用して工事を進める環境を整えてきました。

このことから，国土交通省で発注する土木工事
（港湾・空港工事等を除く）については，新技術
を必ず使って工事を行う「新技術活用の原則義務
化」に，令和 2 年度から取り組むこととしました

（図－ 1）。
なお，新技術とは，「技術の成立性が技術開発

した民間事業者等により実験等の方法で確認され
ており，実用化している公共工事等に関する技術
であって，当該技術の適用範囲において従来技術
に比べ活用の効果が同程度以上の技術又は同程度
以上と見込まれる技術をいう。」と「公共工事等にお
ける新技術活用システム」において定めています。

2.　新技術情報提供システム
（NETIS）の改良

前述のとおり，平成 13 年度より公開している
NETIS ですが，運用していくうちに，様々な改
良を加えてきました。その結果，新技術を検索す
る窓口や個別サイトが点在することになり，最適
な技術検索方法がわかりにくい，検索結果が文字
ばかりで一目ではわかりにくい，といった意見が
聞かれるようになりました。

このことから，NETIS サイトをリニューアル
するべく検討し，令和 2 年 1 月より新しいサイト
を公開しました。

以下に，改良した NETIS サイトの概要を紹介
します。

【概要】
サイト改良の概要として，利用者や申請者から

いただいた意見をもとに，以下の改良点を整理し
ました。

改良①：技術検索画面の改良
トップ画面の構成変更，検索項目の整理，

絞り込み検索が可能となるよう改良。検索結
果についても，サムネイル表示や表示項目を
アレンジできるよう見直し。

改良②：各種 NETISサイトの整理
「NETIS 維持管理支援サイト」や「NETIS

震災復旧・復興支援サイト」といった各種検
索コンテンツを NETIS に統合。

現行の「NETIS 維持管理技術サイト」に
包含されていたテーマ設定型による技術比較
表を整理。

また，サイト改良に伴い，登録申請や活用効果
調査といった資料作成の手間が少なくなるよう，
以下の点についても見直しました。

改良③：登録申請及び活用効果調査の資料作
成をサイト上で作成

資料作成様式フォームとして個別にアプリ
ケーションを整備していた「新技術情報入力
システム」（登録申請用）と「活用効果調査
票入力システム」（活用効果調査用）の様式
フォームをサイト上で作成・保存できるよう
に改良。
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2－ 1　技術検索画面の改良
技術検索画面については，トップ画面のレイア

ウトを見直し，技術検索の窓口をまとめました。
また，使われる頻度の少なかった検索項目を整理

しました。技術検索の結果についても，技術の写
真をサムネイルにするなどして，イメージしやす
いように改良しました。
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2－ 2　各種 NETISサイトの整理
従来，通常 NETIS のトップ画面に「維持管理

支援サイト」や「震災復旧・復興支援サイト」と
いった別サイトが散見されていましたが，検索項
目の一つとして整理し，技術の絞り込みがしやす
いように改良しました。あわせて，技術検索の結

果においても，それぞれのサイト（「維持管理支
援サイト」や「震災復旧・復興支援サイト」）へ
の掲載状況がわかるようにしています。

また，「テーマ設定型の比較表」や「マッチング」
の結果についても，新たな検索項目として設ける
ことで，技術検索がしやすいように改良しました。
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2－ 3　申請資料等の資料作成をサイト上で実施
新技術の申請の際には，個別のアプリケーショ

ン・ソフトである「新技術情報入力システム」よ
り資料作成様式フォームをダウンロードして申請
資料を作成するのですが，サイト上で資料作成で

きるように改良するとともに，作成途中でもサイ
ト上に保存できるように改良しました。

これは，活用効果調査票の作成においても同様
で，「活用効果調査票入力システム」のサイト上
で作成・保存できるように改良しました。

3.　おわりに

公共工事における新技術活用の促進について
は，NETIS として一般公開してから約 20 年が経
過しており，サイト利用者の意見を聞くと，活用

方法や利用ニーズが多岐にわたってきていること
を実感しています。

今後，技術情報や評価結果を提供するだけでな
く，サイト上での申請登録やビッグデータを活用
した技術選定など，サイト利用者のニーズにそっ
た改良の検討を行う所存です。
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